
■■生生涯涯学学習習振振興興計計画画のの見見直直ししにに関関すするる調調査査結結果果概概要要  

 

調査対象：関係各課    ３０課 

調査施策・事業数：  ３２９事業 

調査期間：平成19年 12月 4 日から 

     平成19年 12月 25日まで 

 

 平成１５年に「和光市生涯学習振興計画」を策定し、本年度で５年目となりますが、策定後

の社会状況の変化、市民ニーズや時代の潮流の変化に対応するため、また、総合振興計画後期

基本計画との整合性に配慮し、関係各課で実施している施策・事業について、見直しに関する

調査を実施しました。その調査結果の概要は下記のとおりです。

１１  施施策策・・事事業業のの実実施施状状況況とと評評価価  

 ◆◆「「平平成成１１５５年年度度かからら平平成成１１９９年年度度ににわわたたっってて実実施施ししててききたた事事業業のの評評価価  

  ①「よく取り組めた」１２８事業（３８．９％）  ②「ほぼ取り組めた」１５８事 

  業（４７．７％）  ③「一部取り組めた」２４事業（７．３％）  ④「まったく 

  取り組めていない」１０事業（３．１％）  ⑤「該当事業なし」６事業（１．５％）   

  ⑥「その他」３事業（１．５％） 

 

 ◆◆事事業業のの評評価価でで③③「「一一部部取取りり組組めめたた」」、、④④「「ままっったたくく取取りり組組めめてていいなないい」」、、⑤⑤「「該該当当事事業業  

    ななしし」」ととししたた理理由由、、改改善善策策等等。。 

  ③「一部取り組めた」とした理由 

  ・・出出前前講講座座（講座を展開しているが、要望がなかった。今後とも啓発に努めたい。） 

  ・・福福祉祉施施設設のの充充実実（予算の範囲内において充分に取り組めたが、築２０年以上が経過 

   し、修繕を必要としている施設が多くなっている。） 

  ・・家家庭庭教教育育学学級級のの充充実実（参加者が少ない。子を持つ親が何を求めているかを探る。） 

  ④「まったく取り組めていない」とした理由 

  ・ホームページによる情報提供（道路台帳整備との整合性を図りつつ、将来はホーム 

   ページにて情報提供できるようにしたい。） 

  ・まちづくりについての学習（市民の要望などは、市長への提言箱やメールの普及に 

   より毎日寄せられるため、市政対話集会を開催する意義が薄れたため、休止状態で 

   ある。） 

  ・協働によるまちづくりの推進（常に募集しているが協働の相手からの応募がない。） 

  ⑤「該当事業なし」とした理由 

  ・県西部地域づくりマリンセミナーへの協力（県西部地域づくりマリンセミナー終了） 

  ・総合型地域スポーツクラブの設立（市民ニーズの把握に努め総合体育館指定管理者 

   等と協議検討を進める。） 
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２２  「「主主なな目目標標」」及及びび「「主主要要なな施施策策・・事事業業のの名名称称とと概概要要」」とと実実施施ししてていいるる事事業業ととのの整整合合性性  

 ◆◆「「主主なな目目標標」」ににつついいてて  

  ①「見直す必要がある」２１事業（６．４％）  ②「現状のままで良い」３０２事 

  業（９１．８％）  ③「その他」６事業（１．８％） 

  ①①のの見見直直すす必必要要ががああるる「「主主なな目目標標」」  

  ・児童虐待防止ネットワークの充実 → 要保護児童対策地域協議会の充実 

  ・県西部地域づくりマリンセミナー → 削除（事業終了により） 

  ・古民家の復元・活用 → 古民家の保存・活用 

 

 ◆◆「「主主要要なな施施策策・・事事業業のの名名称称とと概概要要」」ににつついいてて  

  ①「見直す必要がある」４１事業（１２．５％）  ②「現状のままで良い」２８４ 

  事業（８６．０％）  ③「その他」４事業（１．５％） 

  ①①のの見見直直すす必必要要ががああるる「「主主要要なな施施策策・・事事業業のの名名称称とと概概要要」」  

  ・市民まつりの充実（市の最大のイベントである市民まつりの充実を図るとともに、 

   運営面における市民の自立性向上や関係各課との協力体制の強化を図ります。） 

   → 市民まつりの充実（市民まつりと農業祭を統合した市最大のイベントを開催する 

   とともに、その充実を図ります。また、市民主導による各イベントの参画及び運営 

   を推進するとともに関係各課によるイベント協力体制の構築とその強化を図りま 

   す。） 

  ・各種審議会等への参加推進（生涯学習活動を終了した方々が、まちづくりに関わる 

   意思決定への参画を図るため、審議会等への参加を推進します。） → 各種審議会等 

   への参加推進（生涯学習活動に参加し、実践している意欲ある方々や団塊世代の方々 

   の知識と経験を生かして、まちづくりに関わる意思決定への参画を図るため、審議 

   会等への参加を推進します。） 

  ・生活安全についての学習（交通安全について学ぶ機会を、地域や学校、警察との連 

   携のもとに充実します。防災意識や万一の時の対処法を学ぶ、講演会、講習会、訓 

   練を充実します。） 

   →生活安全についての学習（交通安全や防犯について学ぶ機会を、地域や学校、警察 

   との連携のもとに充実します。防災意識や万一の時の対処法を学ぶ、講演会、講習 

   会、訓練を充実します。） 
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